








要約:活性型ホロセルロプラスミンモノクローナル抗体およびト一夕ルセルロプラスミン

ポリクロナル抗体を用いる酵素免疫測定法によるウィルソン病の新生児マス・スクリーニ

ングを検討した。いずれの方法でも現行の新生児スクリーニングで採血されている乾燥濾

紙血液を用いてセルロプラスミン測定によりウィルソン病マス・スクリーニングが可能と

考えられた。


